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Building Dynamic Actions in Oracle Application Express 4.0 

動的アクション (Dynamic Actions) の使用 

目的 

このチュートリアルでは、Oracle Application Express 4.0 を使用して実装可能な動的アクション(Dynamic Actions)の実装方法を示し

ます。 

所要時間：約 60 分 
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概要 

Application Express には、Web 2.0 機能を組み込んでアプリケーションの有用性を拡張する多くの方法があります。Application 

Express4.0 より Web2.0 機能を実現するために追加された新機能が、動的アクションとプラグイン機能です。動的アクションにより、

開発者はクライアント側の動作を宣言的に定義できるため、JavaScript または AJAX は必要ありません。開発者は、要素、実行する

時期、実行するアクションを指定するだけです。また、プラグインには、Application Express の既存の組込み機能を新しいアイテム・

タイプ、リージョン・タイプ、動的アクションなどで拡張する方法が用意されています。アプリケーションにロードされると、開

発者は、プラグインをネイティブのウィジェットおよびコントロールと同様の方法で使用します。これらの機能を使用する事によ

り、開発者は容易に Web 2.0 機能を組み込んでアプリケーションの有用性を拡張する事ができます。 

Databaseアプリケーションの作成 

動的アクションを組み込むための Database アプリケーションを作成するには、以下の手順に従います。 

1. ブラウザから次の URL を入力し、Application Express(APEX)にログインします。      

http://hostname:port/apex/  

2. APEX ログイン画面で、次の 3 項目に値を入力し、ログインボタンをクリックします。  
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- ワークスペース ：別紙にて指定 

- ユーザー名 ：別紙にて指定 

- パスワード ：別紙にて指定 

 

3. 「アプリケーション・ビルダー」タブ右側の下三角をクリックし、「データベース・アプリケーション」を選択します 。 

 

4. 「作成」ボタンをクリックします。 

 

5. アプリケーション・タイプに、「データベース」を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 
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6. 「最初から」を選択し、 「次へ」ボタンをクリックします 

  

7. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- 名前：「Humam Resources Application」を入力 

- アプリケーションの作成：「最初から」を選択 

 

8. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- ページ・タイプの選択： 「空白」を選択 

- ページ名： 「Home」を入力 
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9. 次のように設定し、「ページの追加」ボタンをクリックします。 

- ページ・タイプの選択： 「レポートとフォーム」を選択 

- ページに従属： 「Home(1)」を選択 

- 表名：「EMP」を入力 

 

10. 「Emp」リンクをクリックします。 
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11. 次のように設定し、「変更の適用」ボタンをクリックします。 

- ページ名： 「Employee List」を入力 

 

12. 「Emp」リンクをクリックします。 

 

13. 下記のように設定してから、「変更の適用」ボタンをクリックします。 

- ページ名： 「Employee Details」を入力 



Copyright(c) 2010, Oracle. All rights reserved.                   8 / 44 
- 

 

14. 「次へ」ボタンをクリックします。 

 

15. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- タブ： 「1 レベルのタブ」を選択 

 

16. 「いいえ」を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 
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17. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- 言語：「日本語(ja)」を選択 

- 日付書式：「YYYY-MM-DD」を選択 

  

18. 「テーマ 1」を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 
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19. 「作成」ボタンをクリックし、Database アプリケーションを作成します。 

 

 

20. Database アプリケーションが作成されました。 

作成したアプリケーションを実行するには、画面の「アプリケーションの実行」ボタンをクリックします。 
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21. ユーザー名とパスワードを入力し、ログインボタンをクリックします。 

 

22. 「Employee List」リンクをクリックします。 

 

23. このアイコンをクリックします。 

 

24. 「ページの編集 3」ボタンをクリックします。 
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アイテムの用意  

1. 「ページ・レンダリング」部分の「P3_JOB」アイテムを右クリックし、編集を選択します。 

 

2. 表示形式に「選択リスト」を選択した後、「LOV」タブをクリックします。 
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3. 次のように設定し、「変更の適用」ボタンをクリックします。 

- 追加値の表示：「いいえ」を選択 

- LOV 定義：次の SQL 文を入力 

select distinct job d, job r from emp order by 1  

 

4. 「実行」ボタンをクリックします。 

 

5. Job アイテムが、入力テキストから選択リストに変更されました。 

続いて、「ページの編集 3」ボタンをクリックします。 
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6. 「アイテム」を右クリックし、「すべて編集」を選択します。 

 

 

7. 次の表のようにプロンプトを変更し、「変更の適用」ボタンをクリックします。 
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8.  アイコンをクリックします。 
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9. 「P3_MGR」を右クリックし、「編集」を選択します。 

 

10. 表示形式に「選択リスト」を選択した後、「LOV」タブをクリックします。 

 

11. 次のように設定し、「変更の適用」ボタンをクリックします。 
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- 追加値の表示：「いいえ」を選択 

- NULL 値の表示：「はい」を選択 

- NULL 表示値：下記の入力 

-Select Manager- 

- LOV 定義：下記の SQL 文を入力 

select ename d, empno r from emp where job in ('MANAGER','PRESIDENT') 

 

12. 「P3_DEPTNO」アイテムを右クリックし、「編集」を選択します。 

 

13. 表示形式に「選択リスト」を選択した後、「LOV」タブをクリックします。 
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14. 次のように設定し、「変更の適用」ボタンをクリックします。  

- 追加値の表示：「はい」を選択  

- NULL 値の表示：「はい」を選択  

- NULL 表示値：下記の入力 

-Select Department- 

- LOV 定義：下記の SQL 文を入力  

select dname d, deptno r from dept 

 

15. 「実行」ボタンをクリックします。 
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16. Manager と Department アイテムが、入力テキストから選択リストに変更されました。 

続いて、「ページの編集 3」ボタンをクリックします。 

 

 

 

アイテムの有効と無効  

ここでは、Job の値が「Salesman」の場合のみ Commission を入力できるように設定します。 
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1. 編集ページに戻り、「P3_JOB」を右クリックし、「動的アクションの作成」を選択します。 

 

2. 「標準」を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

 

3. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- 名前：「JOB EQUALS SALESMAN 」を入力 
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4. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- 選択タイプ：「アイテム」を選択 

- アイテム：「P3_JOB」を入力 

- 条件：「次と等しい」を選択 

- 値：「SALESMAN」を入力   

 

5. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- True アクションの指定：「有効化」を選択 

- 反対の FASLE アクションの作成：チェック 

 

6. 次のように設定し、「作成」ボタンをクリックします。 

- 選択タイプは、「アイテム」を選択 

- アイテム：P3_COMM を右に移動 
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7. 「実行」ボタンをクリックします。 

 

8. 動的アクションが組み込まれた Job アイテムの動作確認をします。 

Job アイテムに「SALESMAN」が選択された時は、「Commission」アイテムが有効です。 

  

9. Job アイテムに「CLERK」が選択された時は、「Commission」アイテムが無効です。 
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アイテム値の設定(SQL) 

1. Department の値に応じて Location の値が動的に変動するように設定します。 

「ページの編集 3」ボタンをクリックします。 

 

2. 「アイテム」を右クリックし、「ページ・アイテムの作成」を選択します。 

 

3. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- アイテム・タイプの選択： 「表示のみ」を選択  
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4. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- アイテム名： 「P3_LOCATION」を入力  

 

5. デフォルト設定のまま「次へ」ボタンをクリックします。 

 

6. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- セッション・ステートの保存：「はい」を選択  

- 改行の表示：「いいえ」を選択  



Copyright(c) 2010, Oracle. All rights reserved.                   26 / 44 
- 

 

7. デフォルト設定のまま「アイテムの作成」ボタンをクリックします。 

 

8. 「P3_LOCATION」を右クリックし、「動的アクションの作成」を選択します。 

 

9. 「詳細」を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 
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10. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- 名前：「GET DEPARTMENT LOCATION 」を入力 

 

11. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- イベント：「変更」を選択  

- 選択タイプ：「アイテム」を選択  

- アイテム：「P3_DEPTNO」を入力  

 

12. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。  

- アクション：「値の設定」を選択  

- タイプの設定：「SQL 文」を選択  
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- SQL 文：次の SQL 文を入力  

  select loc from dept where deptno=:P3_DEPTNO 

- 送信するページ・アイテム：「P3_DEPTNO」を入力  

 

13. 次のように設定し、「作成」ボタンをクリックします。 

- 選択タイプ：「アイテム」を選択  

- アイテム：P3_LOCATION を右に移動  

 

14. 「実行」ボタンをクリックします。 
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15. 動的アクションが組み込まれた Department アイテムの動作確認をします。 

Department アイテムに「SALES」が選択された時、Location アイテムには「CHICAGO」が表示されます 。 

 

 

16. Department アイテムに「ACCOUNTING」が選択された時、Location アイテムには「NEW YORK」が表示されます。 

 

 

アイテム値の設定(PL/SQL) 

ここでは、Job の値に応じて新アイテム Bonus の値を内部的に計算し、変動するよう設定します。 

1. Job の値に「ページの編集 3」をクリックします。 
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2. 「アイテム」を右リックし、「ページ・アイテムの作成」を選択します。 

 

3. 「数値フィールド」を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 
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4. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします 。 

- アイテム名： 「 P3_BONUS 」を入力  

 

5. デフォルト設定のまま「次へ」ボタンをクリックします。 

 

6. 「表示マスク」右のアイコンをクリックします。 



Copyright(c) 2010, Oracle. All rights reserved.                   32 / 44 
- 

 

7. 「¥5,234.10」をクリックします。 

 

8. デフォルト設定のまま「次へ」ボタンをクリックします。 

 

9. デフォルト設定のまま「アイテムの作成」ボタンをクリックします。 
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10. 「動的アクション」を右クリックし、「作成」を選択します。 

 

11. 「詳細」を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 
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12. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- 名前： 「CALCULATE BONUS」を入力  

 

 

13. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- イベント：「変更」を選択  

- 選択タイプ：「アイテム」を選択  

- アイテム：「P3_JOB, P3_SAL」を入力  

- 条件：「条件なし」を選択  

 

14. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- アクション：「値の設定」を選択  

- ページのロード時に実行：チェック  
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- タイプの設定： 「PL/SQL ファンクション本体」を選択  

- 送信するページ・アイテム：「P3_JOB,P3_SAL」を入力  

- PL/SQL ファンクション本体：次の PS/SQL を入力  

declare 

l_multiplier number; 

begin 

-- determine multiplier based on job 

case :P3_JOB 

when 'CLERK' then l_multiplier := .1; 

when 'ANALYST' then l_multiplier := .2; 

when 'SALESMAN' then l_multiplier := .3; 

when 'MANAGER' then l_multiplier := .4; 

when 'PRESIDENT' then l_multiplier := .5; 

else l_multiplier := 0; 

end case; 

-- return bonus which is calculated by multiplying salary my multiplier 

return :P3_SAL * l_multiplier; 

END;  

 

15. 次のように設定し、「作成」ボタンをクリックします。 

- 選択タイプ：「アイテム」を選択  

- アイテム：「 P3_BONUS 」を右に移動  
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16. 「実行」ボタンをクリックします。 

 

17. 動的アクションが組み込まれた Job アイテムの動作確認をします。 

Job アイテムを「SALESMAN」から「CLERK」に変更した時、Bonus アイテムは「480」から「160」に変更されます。 

 

プラグインの使用  

1. 編集ページに戻り、  アイコンをクリックします。 
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2. ユーザー・インタフェース部分のプラグインをクリックします。 

   

3. 「インポート」ボタンをクリックします。 

 

4. インポート・フアイルの右の「ボタン」をクリックし、フアイルブラウザ画面を開きます。 

 

5. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- インポート・フアイル： item_type_plugin_com_oracle_slider.sql ファイルのパス  

item_type_plugin_com_oracle_slider.sql ファイルは次の URL よりダウンロードできます 

http://st-curriculum.oracle.com/obe/db/apex/r40/apexdynactions/files/item_type_plugin_com_oracle_slider.sql 

- フアイル・タイプ：「プラグイン」を選択  

- フアイルのキャラクタ・セット：「Unicode(UTF-8)」を選択  
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6. 「次へ」ボタンをクリックします。  

 

7. 次のように設定し、「プラグインのインストール」ボタンをクリックします。 

- インストールするアプリケーション： 「110 Human Resource Application」を選択  

 

8.  アイコンをクリックします。 

 

9. 「P3_SAL」を右クリックし、「編集」を選択します。 
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10. 次のように設定し、「変更の適用」ボタンをクリックします。  

- 表示形式：「Sider(プラグイン)」を選択  

- Maximun Value：「50000」を入力  

- Step：「100」を入力  

 

11. 「P3_SAL」を右クリックし、「動的アクションの作成」を選択します。 
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12. 「詳細」を選択し、「次へ」ボタンをクリックします。 

 

13. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- 名前：「SALARY HIGH」を入力  

 

14. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。  

- イベント：「Change [Slider]」を選択  

- 選択タイプ：「アイテム」を選択  

- アイテム：「P3_SAL」を入力  

- 条件：「次より大きい」を選択  

- 値：「25000」を入力  
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15. 次のように設定し、「次へ」ボタンをクリックします。 

- アクション：「スタイルの設定」を選択  

- スタイル名：「color」を入力  

- 値：「red」を入力  

 

16. 下記のように設定して、「次へ」ボタンをクリックします 

- False アクション：「スタイルの設定」を入力  

- スタイル名：「color」を入力  

- 値： 「black」を入力  
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17. 次のように設定し、「作成」ボタンをクリックします。  

- 選択タイプ：「DOM オブジェクト」を選択  

- DOM オブジェクト： 「P3_SAL_display」を入力 

 

18. 「実行」ボタンをクリックします。 

 

19. 動的アクションが組み込まれた Salary アイテムの動作確認をします。 

Salary アイテムは、値が「$25000」を超えれば、赤くなります。 
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まとめ 

このチュートリアルで学習した内容は、次のとおりです。 

 Database アプリケーションの作成 

 アイテムの用意  

 アイテムの有効と無効  

 アイテム値の設定(SQL) 

 アイテム値の設定(PL/SQL) 

 プラグインの使用  
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